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令和６年度 福島県農薬管理指導士認定研修及び認定試験実施要領 

 
１ 目  的 

  近年、農産物の安全性や生活環境の保全等に対する関心が一層高まっており、農薬取
締法において、「農薬を使用する者が遵守すべき基準」など、農薬使用者の責務等が定
められた。そのため、農薬販売店を中心に、販売のみでなく、その安全な取扱い及び使
用について、農薬使用者へ的確な助言を行う「農薬管理指導士」を育成し、本県におけ
る農薬適正使用の普及啓発を図る。 
 

２ 認定研修の受講及び認定試験の受験資格者（以下の全ての条件を満たすこと） 
（１）満２０歳以上（試験日現在）であること 
（２）毒物及び劇物取締法に基づく毒物劇物取扱責任者の資格を有していること 
（３）販売者又はその従業員で、経験年数が概ね２年以上であること 

 
３ 認定研修について 
（１）日  時  第１日目：令和６年１１月１９日（火）１０：００～１４：５５ 
         第２日目：令和６年１１月２０日（水）１０：１５～１３：５０ 
（２）場  所  環境創造センター（コミュタン福島）ホール 
         （受講上限１００名程度）  
（３）内  容  別紙１のとおり 
 
４ 認定研修の免除について 
  申込みの際に、別紙２の研修を受講したことを証明する書類を提出した者は、別紙１
の研修内容のうち、科目番号４，５，６，７，８の受講については免除します。 

 
５ 認定試験の免除について 

  他都道府県において「農薬取扱業者に係る資質向上対策の強化について（昭和６２年
２月６日、６１農蚕第６１６６号）」に基づく指導士に認定された者で、勤務先が本県
に移動しており認定期間内に更新研修を受講した者を、福島県農薬管理指導士として認
定します。 

 
６ 認定試験について 
（１）日  時  令和６年１１月２０日（水）１４：２０～１５：５０(認定研修終了後) 
（２）場  所  認定研修（第２日目）の場所と同じ 
（３）出題分野  別紙３のとおり 
（４）受験対象  認定研修を受講した者 
 
７ 参考資料の斡旋について 

（１）参考資料「農薬概説」については、購入の有無を申込書に記入し、当日、会場にて
申込み分を販売します。 
事前に入手を希望する場合は、公益社団法人福島県植物防疫協会に問合わせてくだ

さい（取り寄せに時間を要する場合があるので留意すること）。 
（２）価 格  ２，７５０円（税込） 
（３）斡旋者  公益社団法人福島県植物防疫協会 
        〒960-0231 福島市飯坂町平野字三枚長１－１（ＪＡ福島ビル １０階） 
        電話:024-553-4079 ＦＡＸ：024-554-6627 
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８ 研修、試験の申込みについて 
１１月８日（金）までに、以下の書類に必要事項を記入のうえ、公益社団法人福島県

植物防疫協会まで電子メール、ＦＡＸ、郵送（消印有効）又は持参により申し込み願い
ます。 

  なお、研修受講料及び試験手数料は、無料です。 
（１）福島県農薬管理指導士認定研修及び認定試験申込書（別記様式１） 
（２）従事経験証明書（別記様式２） 
（３）毒物劇物取扱責任者資格合格証の写し 
（４）履歴書（市販のもの、写真は不要） 
（５）別紙２に掲げる研修を受講したことを証明する書類 
   （（５）は、研修科目の一部免除を希望する者のみ） 
 

９ 合格基準 
  ７割以上正解の者を合格者とします。 
 
10 合格発表 
  合格発表の時期は令和７年２月上旬とし、福島県環境保全農業課内及び福島県環境保
全農業課ホームページに合格者の受験番号を掲示します。 

  また、郵送等により本人に認定証を送付します。 
  なお、不合格者には通知しません。 
 
11 試験結果の開示（口頭による開示請求） 
  認定試験の受験者に、試験結果（成績）を閲覧により提供します。（電話での開示は
行っておりません。） 

  受験者本人が、本人であることを証明する書類（運転免許証、旅券等）を持参し、下

表により開示場所に直接おいでください。 
 

開示請求できる人 開 示 内 容 開示受付期間 開 示 場 所 

受 験 者 本 人 個人の総合得点 合 格 発 表 の 日 
から１か月以内 
土・日・祝祭日を
除く午前９時か
ら午後５時まで 

福島県庁西庁舎９階 
環境保全農業課 
〒960-8670 
福島市杉妻町２番１６号 
電話 024-521-7342 

 
12 問い合わせ先 
  申込みに関すること 
   〒960-0231 福島市飯坂町平野字三枚長１－１（ＪＡ福島ビル １０階） 
    公益社団法人福島県植物防疫協会 （本事業業務委託先） 

電話:024-553-4079 ＦＡＸ：024-554-6627 
Email:syokubou3@song.ocn.ne.jp 

 
13 認定期間の更新について 
    更新を希望する方は、１１月８日（金）までに以下の書類を記入の上、公益社団法人
福島県植物防疫協会まで電子メール、ＦＡＸ、郵送又は持参により申し込み願います。 

（１）提出書類 
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   別記様式３（福島県農薬管理指導士認定更新申請書（兼認定研修申込書）） 
（２）その他 
   認定期間更新のための受講となりますので、「認定研修及び認定試験申込書」並び

に添付書類の提出は不要です。 
 更新対象者は、１１月１９日または２０日のいずれか１日の受講で更新となります
が、会場の都合上、上限があるため、更新対象者の方は原則２日目を受講してくださ
い。 

 なお、１１月２８日（木）に開催する農薬適正使用アドバイザー認定研修及び認定

試験（会津会場）の受講でも更新扱いとします。 

 
14 留意事項 
（１）昼食は各自で御用意ください。なお、ゴミはお持ち帰り願います。 
（２）各会場とも開始５分前までに受付を終了し、着席してください。 
（３）駐車場が限られておりますので、可能な限り公共交通機関の利用や乗り合わせを  

お願いします。 
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別紙１ 
令和６年度 福島県農薬管理指導士 
認定研修及び認定試験 実施計画 

 
日時：１１月１９日（火）１０：００～１４：３５ 

               １１月２０日（水）１０：１５～１５：５０ 
場所：福島県田村郡三春町深作 10 番 2 号 

環境創造センター（コミュタン福島）ホール 
 

１ 開  会   １０：００～ 
 
２ 概要説明 
 
３ 認定研修及び認定試験 
（１）認定研修 
   （１日目：１１月１９日） 

科  目 研  修  内  容 担 当 時間 

１ 関係法
令及び農
薬の適正
使用に関
する事項 

○農薬取締法に基づき、農薬使用者が遵守
すべき事項、農薬の安全かつ適正な使用の
確保に関することに関すること 
○適正使用の基本（農薬の保管管理等）に
関すること 
○使用者に対する安全確保（使用上の注意
事項の遵守）に関すること 
○農作物に対する安全確保（薬害防止・残

留農薬）に関すること 
○環境や人畜に対する安全確保に関する
こと 
○行政が果たすべき役割に関すること 

病害虫防除所 10:05～ 
  11:25 
(80 分) 

２ 植物防
疫概要、農
薬一般及
び農薬の
安全評価
に関する
事項 

○植物防疫の仕組み及び農薬行政に関す
ること 
○農薬の農業生産に果たす役割に関する
こと。 
○農薬適正使用アドバイザーの位置付け、
果たすべき役割、遵守すべき事項等に関す
ること 

環境保全農業課 11:25～ 
 12:00 
(35 分) 

（昼休憩） 

科  目 研  修  内  容 担 当 時間 

３ 病害虫
防除等に
関する事
項 

○福島県農作物病害虫防除指針に基づく、
病害虫の防除等に関すること 

農業総合センター 
生産環境部 
 作物保護科 
果樹研究所 
 病害虫科 

13:00～ 
 14:10 
(70 分) 
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４ 雑草防
除等に関
する事項 

○福島県農作物病害虫防除指針に基づく、
雑草の防除及び植物成長調整剤の施用方
法等に関すること 

農業総合センター 
作物園芸部 
 稲作科 

14:10～ 
 14:35 
(25 分) 

 
 （２日目：１１月２０日） 

科  目 研  修  内  容 担 当 時間 

５ 関係法
令１ 

○毒物及び劇物取締法に基づく、毒物又は
劇物に指定された農薬の販売、保守管理等
に関して遵守すべき事項に関すること 

薬務課 10:25～ 
 11:15 
(50 分) 

６ 農薬の
安全性評
価及び各
種基準の
設定に関
する事項 

○農薬の種類、特性、毒性に関すること 
○農薬使用基準等の趣旨及び設定方法に
関すること 
○農薬の安全性評価の方法に関すること 
○農薬の残留基準等設定の趣旨及び設定
方法に関すること 

病害虫防除所 11:15～ 
 12:00 
(45 分) 

（昼休憩） 

科  目 研  修  内  容 担 当 時間 

７ 関係法
令２ 

○農薬取締法に基づく、農薬取扱業者が遵
守すべき事項、農薬の安全確保に関するこ
と 

病害虫防除所 13:00～ 
 13:50 
(50 分) 

 
（２）認定試験 
  ア 時間 １４：２０～１５：５０ 

  イ 場所 認定試験は研修会場と同会場で実施（予定） 
 
４ 留意事項 
（１）農薬管理指導士認定試験受験者は、２日間の受講が必要です。 
   （但し、別紙２に定める研修の受講者は、科目番号４，５，６，７，８が免除とな

ります。） 
（２）更新対象者は、１１月１９日または２０日のいずれか１日の受講で更新となります

が、会場の都合上、上限があるため、更新対象者の方は原則２日目を受講してくださ
い。 

   なお、１１月２８日（木）に開催する農薬適正使用アドバイザー認定研修（会津会
場）の受講でも更新扱いとします。 

（３）テキストは主催者側で準備いたします。 
   なお、参考資料「農薬概説」について、公益社団法人福島県植物防疫協会による斡

旋を行いますが、購入は必須ではありません。 
（４）昼食は受講者が各自で御用意ください。なお、ゴミはお持ち帰り願います。 
（５）各日とも開始５分前までに受付を終了し、着席してください。 
（６）駐車場が限られておりますので、可能な限り乗り合わせをお願いします。 
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別紙２ 

 

農薬管理指導士認定研修の一部免除に該当する研修 

 

 福島県農薬管理指導士認定事業実施要領第２の２に規定する研修は、下記のとおりとす

る。 

記 

研 修 名 主   催 

１ 防除指導員養成講習会 全国農業協同組合連合会 

２ 植物防疫研修会 一般社団法人日本植物防疫協会 
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別紙３ 

 

令和６年度 福島県農薬管理指導士認定試験問題構成 

科  目 試  験  内  容 設問数 

１ 関係法令及
び農薬の適正
使用に関する
事項 

○農薬取締法に基づき、農薬使用者が遵守すべき事項、農薬
の安全かつ適正な使用の確保に関することに関すること 
○適正使用の基本（農薬の保管管理等）に関すること 
○使用者に対する安全確保（使用上の注意事項の遵守）に関
すること 
○農作物に対する安全確保（薬害防止・残留農薬）に関する
こと 
○環境や人畜に対する安全確保に関すること 

○行政が果たすべき役割に関すること 

１０ 

２ 植物防疫概
要、農薬一般及
び農薬の安全
評価に関する
事項 

○植物防疫の仕組み及び農薬行政に関すること 
○農薬の農業生産に果たす役割に関すること。 
○農薬適正使用アドバイザーの位置付け、果たすべき役割、
遵守すべき事項等に関すること 

４ 

３ 病害虫防除

等に関する事

項 

○福島県農作物病害虫防除指針に基づく、病害虫の防除等

に関すること 

１２ 

４ 雑草防除等

に関する事項 

○福島県農作物病害虫防除指針に基づく、雑草の防除及び

植物成長調整剤の使用方法等に関すること 

６ 

５ 関係法令１ ○毒物及び劇物取締法に基づく、毒物又は劇物に指定され

た農薬の販売、保守管理等に関して遵守すべき事項に関す

ること 

６ 

６ 農薬の安全

性評価及び各

種基準の設定

に関する事項 

○農薬の種類、特性、毒性に関すること 

○農薬使用基準等の趣旨及び設定方法に関すること 

○農薬の安全性評価の方法に関すること 

○農薬の残留基準等設定の趣旨及び設定方法に関すること 

６ 

７ 関係法令２ ○農薬取締法に基づく、農薬取扱業者が遵守すべき事項、農

薬の安全確保に関すること 

６ 

※１ 試験時間は９０分、試験問題は三者択一とする。 

※２ 全５０問で１００点満点とし、７０点以上を合格とする。 

  



 

 - 8 - 

別記様式１ 
 
様式第１号（第２の１関係） Ｒ６年度限り 

 

福島県農薬管理指導士認定研修及び認定試験申込書 

 

                                           令和   年   月   日 

 

  福 島 県 知 事 様 

 

                           住所 〒       

                           氏名                                 

                           勤務先  名称     

                              住所 〒 

電話番号 

メールアドレス（任意） 

  福島県農薬管理指導士認定研修及び認定試験を受けたいので、下記の書類を添えて申し

込みます。 

記 

１  履歴書 

２  毒物劇物取扱責任者資格試験合格証（一般又は農業用品目）の写し、 

薬剤師免許証の写し又は応用化学に関する学課を修了したことを確認 

できる書類の写しのいずれかひとつ 

３  農薬取扱関係団体研修受講証明の写し 

４  従事経験証明書（別記様式２） 

  注）  記の３は、農薬取扱団体が主催する研修を受講し、認定研修の一部を免除しよう

とする者のみ添付のこと。 

※ お申込分のみ会場で参考資料を斡旋します。購入の有無について○を付けてください。 

 「農薬概説２０２４」 （農林水産省監修、日本植物防疫協会発行、税込２，７５０円） 

      （   購入する   ・    購入しない  ） 
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別記様式２ 

 

様式第２号（第２の１関係） 

 

 

従 事 経 験 証 明 書 

 

  次の者は、下記のとおり農薬販売の業務に従事したことを証明します。 

 

記 

 

    氏 名             従事期間 

                                    年   月  ～       年   月 

 

 

 

 

 

 

 

                            令和   年   月   日 

 

                            住所 〒   

 

                            法人等名 

 

                            代表者名                          
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別記様式３ 
 
様式第４号（第３の２関係） Ｒ６年度限り 
 

福島県農薬管理指導士認定更新申請書（兼認定研修申込書） 
 
                                     令和   年   月   日 
 
 福 島 県 知 事  様 
 
                             住  所 
 
                             氏  名 
 
               電 話 番 号 （    ）  － 
 
                             勤務先 
 
                             勤務先住所 
 
                             勤務先電話番号 （    ）  － 

 
メールアドレス（任意） 

 
 福島県農薬管理指導士認定更新研修を受講し、認定を更新したいので、下記のとおり申
請します。 

記 
 
  受講月日  ① 令和６年１１月１９日（火）（三春町） 
 
       ② 令和６年１１月２０日（水）（三春町） 
 
       ③ 令和６年１１月２８日（木）（会津若松市） 
 
 （注１：受講希望日のいずれかを選択し、丸数字を○で囲んでください。） 
 （注２：申請状況により、受講日の変更をお願いする場合があります。） 
 
※ 他都道府県において「農薬取扱業者に係る資質向上対策の強化について（昭和６２年
２月６日、６１農蚕第６１６６号）」に基づく指導士に認定された者で、勤務先が本県
に移動しており認定期間内に更新研修を受講した者を、福島県農薬管理指導士として認
定できます。更新研修受講申込書に次の書類を添えて、提出して下さい。 
（１）履歴書 
（２）他都道府県で認定を受けた農薬管理指導士の認定証の写し 
（３）従事経験証明書（別記様式２） 

 
※ お申込分のみ会場で参考資料を斡旋します。どちらかを○で囲んでください。 
 
 「農薬概説２０２４」（農林水産省監修、日本植物防疫協会発行、税込２，７５０円） 
      （   購入する   ・    購入しない  ） 


